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記

１．特別損失（のれんの減損損失）の計上について

２．通期業績予想の修正
（１）平成28年３月期通期連結業績予想数値の修正　　　　　　　

（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭
前回発表予想（Ａ） 1,355,000 70,000 60,000 35,000 34.98
今回修正予想（Ｂ） 1,343,900 70,900 63,200 23,000 22.98
増減額（Ｂ－Ａ） △ 11,100 900 3,200 △ 12,000
増減率（％） △0.8% 1.3% 5.3% △34.3%

（ご参考）前期実績
（平成27年３月期）

1,550,076 42,040 44,411 17,261 17.24

（２）修正の理由

以　　上

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リスクや
　　　不確実性を含んでおります。
      従いまして、実際の業績等は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

平成28年4月27日

特別損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

　 平成28年３月期第４四半期におきまして、下記１のとおり特別損失を計上する見込みとなりました。
   併せて、平成27年10月30日に公表いたしました平成28年３月期（平成27年４月１日～平成28年３月31日）の業
績予想を、下記２のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。

　 当社が平成25年度に買収しました歯科材料事業において、日本会計基準に基づく減損テストを実施し、現在の
事業環境を踏まえて将来の回収可能性を検討しました結果、買収時に発生したのれんの減損損失を約195億円
計上する見込みとなりました。
　 その主な要因は、北米地域での低迷や、急速なデジタル技工市場のトレンド変化のため、買収当初の利益計
画から遅れがあったことです。
　 しかし、北米での営業体制強化、デジタル技工市場ニーズに積極的に対応する戦略の推進、これらを踏まえた
事業推進体制再構築を実行しており、歯科材料事業の持続的な成長を目指してまいります。
　 なお、一部を非支配株主に帰属する当期純損失として計上いたしますので、親会社株主に帰属する当期純利
益への影響額は約156億円の減少となる見込みです。

   上記１の発生を踏まえ、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上表のとおり前回発表予想数値
を下回る見込みです。
　 なお、配当予想に変更はございません。


